
　今年結婚50年・60年の節目を迎えた（迎える）皆さんに、村から表彰ならびに記念品を贈呈します。
　また、熊本日日新聞社からの表彰および紙面掲載も併せて行いますので、該当するご夫婦は、お住まいの地区の
区長へお申し出ください。
　なお、表彰式は9月10日（火）を予定しています。
■金婚（結婚50周年）
　昭和44年1月1日から12月31日までに結婚した夫婦
■ダイヤモンド婚（結婚60周年）
　昭和34年1月１日から12月31日までに結婚した夫婦

※10年前に本村で金婚表彰を受けられた人は届出の
必要はありません。

■申出期間　令和元年6月6日（木）～6月28日（金）まで
■申出先　　お住まいの地区の区長または健康推進課
■その他　　ご不明な点などにつきましては、健康推進
　　　　　　課 高齢者支援係までお尋ねください。

金婚・ダイヤモンド婚をお祝いします

〈問い合わせ〉健康推進課 高齢者支援係　℡（67）2704

　介護施設や短期入所サービスを利用する場合の食費、部屋代の負担が軽減される「介護保険負担限度額認定証」は
7月31日(水)で有効期間が切れますので、継続して利用される場合は更新が必要です。
　現在、介護保険負担限度額認定を受けている人には、5月末頃に申請書をお送りします。
■申請場所　役場 健康推進課
■交付要件
　○住民税非課税世帯であること　　○配偶者に住民税が課税されていないこと
　○預貯金などの額が下記の基準額を超えないこと
　　配偶者がいる場合：本人と配偶者の預貯金の合計が2,000万円 ／ 配偶者がいない場合：1,000万円
■申し込み期間　令和元年6月3日(月)～
※継続して利用される場合、申請月の初日までしか適用がさかのぼりませんので、お早めに申請ください。

介護保険負担限度額認定証の更新についてのお知らせ

成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を
実施しています

　令和元年度 成人用肺炎球菌予防接種定期接種対象者には4月上旬に直接通知を送付しています。
接種期間は、令和２年3月31日（火）までとなっていますので、接種を希望する人は、期間内に接種をお願いします。
　期間を過ぎると全額自己負担になりますのでご注意ください。

【令和元年度の対象者】
  65歳………昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれ
  70歳………昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれ
  75歳………昭和19年4月2日～昭和20年4月1日生まれ
  80歳………昭和14年4月2日～昭和15年4月1日生まれ
  85歳………昭和  9年4月2日～昭和10年4月1日生まれ
  90歳………昭和  4年4月2日～昭和  5年4月1日生まれ
  95歳………大正13年4月2日～大正14年4月1日生まれ
100歳………大正  8年4月2日～大正  9年4月1日生まれ
100歳以上…大正  9年4月2日生まれ～
　通知の紛失や、対象年齢で4月以降に本村に転入した人は、予診票を発行しますので健康推進課までご連絡ください。

〈問い合わせ〉健康推進課 保健係　℡（67）2704

住民税(村県民税)のお知らせ

〈問い合わせ〉税務課 住民税係　℡（67）2703

　住民税は一年間の税額を6月に決定し、納税者の皆さまへ納税通知書を送付しています。住民税について、基本
的な部分を抜粋しましたのでご覧ください。

　住民税は前年（1月1日から12月31日）の所得に対して課税されます。1月2日以降に他の市町村に転出
した場合でも、1月1日現在で居住していた市町村に全額納付していただきます。（転出先の市町村から課税
されることはありません。）
　また、住民税は「賦課課税方式」を採っており、村役場に送付される課税資料（所得税の確定申告書・住民
税の申告書・給与支払報告書など）をもとに、税額を計算し納税者の皆さまへ通知しています。

住民税は1月1日現在の住所地で課税します。

　住民税は「均等割」と「所得割」に分かれています。それぞれの税率と標準税額は、原則以下のとおりです。
•所得割＝（前年の総所得金額－所得控除額）×（村民税6％+県民税4％）－税額控除等
•均等割＝村民税3,500円+県民税2,000円

住民税の税額

　住民税の徴収方法は、大きく分けて3つあります。
●特別徴収
　給与所得者については、給与を支払う者（事業主）が、その年の6月から翌年の5月までの12回に分け給
与から天引きしたものを納付します。
●公的年金からの特別徴収
　当該年度の4月1日現在、公的年金を受給しており、公的年金所得にかかる住民税が課税される65歳以
上の方の年金から天引きします。
　ただし、次の事項に一つでも該当する場合は特別徴収の対象になりません。
　•老齢基礎年金等の受給額が年額18万円未満である場合
　•当該年度の特別徴収税額が公的年金等給付年額を超えている場合
　•村の行う介護保険の特別徴収対象者でない場合
●普通徴収
　事業所得のある人や会社を退職して特別徴収ができなくなった人、公的年金からの特別徴収では住民税を
差し引けない人などを対象とした納税方法です。

Ｑ：年度途中で会社に勤め始めましたが、自宅に納付
書が届きました。

Ａ：年度途中で給与所得者になられた場合は、「普通徴
収」から「特別徴収」への手続きを勤務先の経理・
給与事務担当者様へ申し出てください。

　  ただし、給与天引きに切り替えることができるの
は納期が過ぎていないものだけです。

住民税を納める方法

■よくある質問

　既に任意接種で接種された人や、転入され
た人で前住所地で接種済みの人にも予診票
が届くことがございます。
　お手元に予診票が届いた人でも、過去に
23価肺炎球菌の予防接種をしたことがある
人（自費で接種した人も含む）は対象外とな
ります。ご了承ください。
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